
■エネルギー消費量の把握 ■チェック項目

■省エネ３視点 ■報告書例

■用途先消費量解析
■計測・記録資料の確認

■熱量原単位の算出

■省エネルギー施策実施支援 ■定期報告書、中長期計画書の
　作成・支援

■原単位の設定、見直し
　エネルギー管理支援

■エネルギー需要の把握 ■最適運転の解析

■管理標準の作成及び支援 ■省エネルギー施策の効果検証

■設備効率の把握
■設備更新コンサルタント

②運転・保全
管理不備

③自然条件
活用不十分

④熱流損失
⑤設備機器
効率

⑥エネルギー
変換

⑦設計工程

①無駄遣い

主な
エネルギー
ロス

空気環境測定
結果報告書

測定日
平成15年○月○日
測定者名：環境計測

　熱源点検日誌
HCT26-02 0.80MPa
HCT27-01 0.80mpA
　 　 　 0.75MPa
HCT27-02 0.80MPa
HCT27-03 0.80MPa
HCT28-01 0.80MPa

中長期計画書

平成15年５月
環境改善事業所

How are you
feeling today?

１月 ６月 ８月 １２月

設定１０℃ 設定７℃ 設定９℃

●省エネルギー施策を効果的に実施する
為の支援を行います。
●省エネルギー法に係わる手続きの代行も
行います。
●適切な原単位設定を提案します。
（１）省エネルギー法では任意に設定する事
が出来ますが、適切な値を設定する事で省
エネルギー効果を正しく評価できます。

株式会社　ピーエーシー環境モード

〒101-0047　東京都千代田区内神田２－７－７　新内神田ビル
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There you are!
 I told you so.

………

　冷凍機の特性Point!

現状消費量
（1次換算値）
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燃料ＣＯ2排出量 3,686 t-CO2/年

計 8,961 t-CO2/年 ビルの省エネガイドブックより

ＣＯ2排出量原単位（Ｋ＝Ｍ 0.136 t-CO2/㎡・年

電力ＣＯ2排出量 5,275 t-CO2/年

熱量原単位（Ｆ＝Ｇ／Ｈ

空調面積（Ｈ'）
66,088

228,687,216
151,524,891
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事業所のエネルギー消費原単位
3,460 MJ/㎡・年
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平成13年度のエネルギー需要
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ターボ冷凍機の運転特性
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●省エネルギー施策を提案します。
（１）運用の改善で実施可能な省エネルギー
（２）２～３年程度の投資回収可能な省エネル
ギー
（３）リニューアル時に実施する省エネルギー
●計測・記録類の改善提案をします。
（１）計測ポイントの改善提案
（２）計測・記録類の改善提案
（３）計測・記録類の活用提案（グラフ化など）

●現状の熱源システムの運転を改善するだけで、大きな省エネルギー効果
を見いだすことが可能です。
（１）エネルギー需要や成績効率のデータをもとに、コンピュータ解析を行い
熱源システムの最適運転を見つけ出します。
●個々のデータの相関関係をみると、今までとは異なるエネルギー需要状
況が見えてきます。
（１）外気温度と成績係数
（２）冷却水温度と冷凍機のエネルギー消費量

●現状ある計測、記録資料を活用しエネ
ルギーの使用状況を把握します。
（１）エネルギー需要を１０～１５パターンに
分 類します。
（２）設備機器の成績係数を算出します。
（３）エネルギーの需要先及びエネルギー
量を推定します。
●現状の資料だけでも、有効に活用する
と多くの貴重なデータを導きだす事が可能
です。

●エネルギーの管理状況や設備機器の運用状況などを、ヒ
アリングや現地調査などにより調査します。

●エネルギー消費量
を建物用途や規模
に対する全国平均値
と比較することで、現
状のエネルギー使用
状況が標準値に対し
てどのレベルにある
のかを大まかに把握
します。

中間期平日冷房中
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ターボ冷凍機の運転特性
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●ポイント
　機器導入を前提とした
　省エネルギー対策ではなく、
　運転方法（運用）を考え、
　最大効用（コストダウン）
　を図ります。

最適化

機器導入型
省エネ 節エネルギー

省エネルギー

『３００室』ホテル

8.6%

現状
(千円/年)

181,415

低減率
低減額
(千円/年)

改善後
(千円/年)

15,591165,824

省エネルギー費効果グラフ
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電力
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6%
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4.4%

3.7%

0.5%
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『４００床』病院

385,656 369,149 16,507 4.3%

現状
(千円/年)

改善後
(千円/年)

低減額
(千円/年)

低減率

省エネルギー費効果グラフ

4%

電力
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用水
17%

燃料
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電力
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2.5%

0.0%
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現状比率

熱搬
送
12%

給湯･
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病院の全国平均比率
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計測データ


